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敦
煙
か
ら
夜
見
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
奨
文
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
'
ま
た
ど
の
よ
う
な
形
式
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
'
現
段
階
で
は
研
究

者
の
閲
で
は
っ
き
り
と
し
た
意
見
の
一
致
を
見
て
い
な
い
｡
た
だ
し

一
般
的
に
は
'
韻
文
に
よ
る
詩
と
散
文
と
を
交
互
に
用
い
る
'
い
わ
ゆ
る

(1
)

説
唱
膿
も
し
く
は
講
唱
隆
を
そ
の
最
大
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
ろ
う
｡

し
か
し
こ
れ
を
賓
際
の
作
品
に
徴
し
て
み
る
と
'

｢襲
｣
あ
る
い
は

｢奨
文
｣
の
題
を
も
つ
も
の
の
中
に
も
'
説
唱
鮭
で
は
な
い
も
の
が
あ
り
'
常
時
'
轡
文
と
い
う
用
語
が
さ
ほ
ど
厳
密
な
定

義
の
も
と
に
使
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
推
測
せ
し
む
る
｡

今
'
敦
塩
草
兄
の
寓
本
の
う
ち
'
そ
の
題
に

｢襲
｣
も
し
-
は

｢襲
文
｣
と
明
記
す
る
も
の
を
奉
げ
れ
ば
'
以
下
の
八
つ
の
作
品
を
得
る
に

す
ぎ
な
い
｡

1
a

｢降
魔
奨
文

1
巻
｣

(S
五
五

二

首
題
)
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b

｢降
魔
禦
文

1
巻
｣

(羅
振
玉

『
敦
煙
零
拾
』
収
)

C

｢降
魔
襲
｣

(S
四
三
九
八

尾
題
)

2

｢破
魔
襲
｣

(p
二

一
八
七

尾
題
)

3

｢頻
婆
沙
羅
王
后
宮
森
女
功
徳
意
供
養
塔
生
天
因
縁
襲
｣

(S
三
四
九

1

首
題
)
･

4

｢
八
相
襲
｣

(北
京
戒

雲
字

二
四

紙
背
題
)

5

a

｢大
日
乾
連
冥
閲
救
母
襲
文
井
固

1
巻
井
序
｣

(S
二
六

一
四

首
題

た
だ
し

｢井
固
｣
の
二
字
は
抹
消
し
て
あ
る
)

も

｢大
目
乾
連
冥
閲
救
母
襲
文

1
奄
井
序
｣

(p
三
1
〇
七

首
題
)

C

｢大
目
乾
連
冥
閲
救
母
襲
文

一
奄
｣

(
p
二
三

1
九

首
題
)

｢大
目
健
連
弊
文

l
巻
｣

(同

尾
題
)

d

｢大
目
乾
連
冥
閲
救
母
奨
文
｣

(
p
三
四
八
五

首
題
)

e

｢大
目
健
連
弊
文
｣

(北
京
戒

盈
字
七
六

尾
題
)

6
a

｢漠
洛
王
陵
轡
｣

(
S
五
四
三
七

首
題
)

b

｢漠
婿
王
陵
襲
｣

(北
京
大
学
国
書
館
本

対
面
題
)

C

｢漢
八
年
楚
滅
操
典
王
陵
襲

一
鋪
｣

(
p
三
六
二
七

尾
題
)

7

a

｢舜
子
襲
｣

(S
四
六
五
四

首
題
)

b

｢舜
子
至
孝
襲
文

1
奄
｣

(
p
二
七
二

一

尾
題
)

8

｢
劉
家
太
子
奨

1
億
｣

(
p
三
六
四
五

尾
題
)
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8

｢
劉
家
太
子
襲
｣
は
'
そ
の
首
題
で
は

｢
劉
家
太
子
俸
｣
に
な

っ
て
お
り
､
ま
た

｢醜
女
縁
起
｣

(
p
三

〇
四
八
)
の
末
尾
に

｢上
来
所
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読
醜
襲
｣
と
あ
る

｢
醜
襲
｣
も

｢醜
女
轡
｣
を
意
味
す
る
可
能
性
が
あ
り
'
共
に

｢
襲
｣
と
い
う
用
語
の
使
用
が
流
動
的
で
あ

っ
た
こ
と
を
思

わ
せ
る
｡

ま
た
7

｢
舜
子
襲

(文
)
｣
は
'

六
字
句
を
基
本
と
L
t

一
書
到
底
で
ゆ
る
や
か
に
押
韻
す
る

一
種
の
凪
の
形
式

(
た
だ
し
最
後
の

三
分
の
1
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
押
韻
し
な
い
)
'

ま
た
8

｢
劉
家
太
子
襲
｣
は
'

二
個
所
に
二
句
ず
つ
計
四
句
の
韻
文
が
あ
る
ほ
か
は
'
す
べ

て
散
文
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
説
唱
鮭
の
作
品
は
1
か
ら
6
ま
で
の
六
つ
の
み
と
な
る
｡

従
来
､
こ
の
よ
う
な
説
唱
鮭
を
襲
文
の
基
本
形
式
と
見
な
し
'
さ
ら
に

｢
襲

･
襲
文
｣
の
表
記
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
､
そ
れ
ら
が
説
唱

鮭
の
形
式
に
見
合
え
ば
同
じ
-
轡
文
の
作
品
に
含
め
る
の
が

1
般
的
で
あ

っ
た
｡

『
敦
爆
撃
文
集
』
以
下
の
こ
れ
ま
で
の
校
注
本
は
､
す
べ
て

右
の
考
え
に
よ
っ
て
以
下
の
作
品
に
も
襲
文
の
題
を
あ
た
え
て
い
る
｡

9

(
伍
子
菅
襲
文
)

10
へ
孟
妻
女
襲
文
)

11
(
李
陵
襲
文
)

12

(
王
昭
君
襲
文
)

13

(
張
義
潮
襲
文
)

14

(
張
推
深
襲
文
)

15

八
目
連
襲
文
)

以
上
'
七
つ
の
作
品
は
'
す
べ
て
富
木
の
首
尾
が
観
落
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
'
題
を
も
た
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
'
こ
れ
ら
を

形
式
上
の
類
推
か
ら
襲
文
と
比
定
す
る
の
は
､
お
お
む
ね
安
皆
で
あ
ろ
う
.
た
だ
し

『
敦
煙
襲
文
集
』
な
ど
に
は
､
茸
は
こ
れ
ら
以
外

に
も
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｢
襲
文
｣
の
擬
題
を
も
つ
も
の
と
し
て

八
重
永
襲
文
)

(
秋
胡
轡
文
)

(
太
子
成
逆
襲
文
)

(
地
鉄
襲
文
)

(
不
知
名
襲
文
)
な
ど
が
あ
る
が
､

そ
れ
ら
は
明
ら
か
に
読
唱
鮭
で
な
い
か
'
ま
た
は
あ
ま
り
に
短
か
す
ぎ
て
形
式
を
確
認
で
き
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
り
､

｢
襲
文
｣
の
擬
題
を

輿
え
る
の
は
適
皆
で
な
い
｡
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二

従
衆
の
研
究
の
問
題
鮎

こ
れ
ま
で
の
襲
文
の
形
式
に
つ
い
て
の
議
論
は
'
ほ
ぼ
右
に
奉
げ
た
十
五
の
作
品
､
就
中
､
読
唱
鰻
で
は
な
い
7

･
8
を
除
い
た
十
三
の
作

品
を
め
ぐ

っ
て
行
わ
れ
て
き
た
と
言

っ
て
よ
い
.
研
究
者
に
よ
っ
て
は
'
こ
れ
ら
十
三
の
作
品
に
つ
い
て
'
さ
ら
に
細
い
定
義
を
さ
だ
め
､
襲

文
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
選
別
し
ょ
う
と
す
る
試
み
も
行
わ
れ
た
が
'
そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
こ
と
に
す
る
｡

そ
れ
よ
り
も
問
題
な
の
は
､
従
来
の
研
究
で
は
､
襲
文
を
単
に
讃
文
と
散
文
に
よ
る
読
唱
鰻
と
定
義
す
る
に
と
ど
ま
り
､
さ
ら
に
1
歩
す
す

め
て
'
韻
文
､
散
文
各
々
の
性
格
に
つ
い
て
の
議
論
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
｡
襲
文
の
韻
文
部
分
が
い
か
な
る
特
徴
を
も
ち
'
ま
た

散
文
部
分
の
文
鮭
的
特
性
が
な
に
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
'
襲
文
の
形
式
を
よ
り
正
確
に
理
解
す
る
上
で
'
も

っ
と
も
必
要
か
つ
有
益
な

作
業
で
あ
ろ
う
.
本
論
は
右
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
い
て
､
襲
文
の
い
わ
ゆ
る
散
文
部
分
に
み
ら
れ
る
複
数
の
異
な
る
文
鮭
に
つ
い
て
'
初
歩

(2
)

的
な
考
察
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

な
お
諜
文
部
分
の
性
格
に
つ
い
て
は
､
そ
れ
が
王
に
七
言
句
か
ら
成
る
こ
と
'
平
灰
を
整
え
た
律
句
膿
で
あ
る
こ
と
'
た
だ
し
平
氏

へ
の
配

慮
は

一
句
の
う
ち
に
と
ど
ま
り
'
句
も
し
-
は
聯
を
越
え
て
は
あ
ま
り
及
ば
な
い
こ
と
っ
さ
ら
に
そ
の
特
徴
が
後
世
の
説
唱
文
学
､
中
で
も
い

(3
)

わ
ゆ
る
詩
讃
系
の
そ
れ
に
虞
-
共
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
'
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
.
今
は
参
考
の
た
め
､

｢
漠
渚
王
陵
愛
｣
の
最

初
の
韻
文
八
句
を
例
と
し
て
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
｡

(○
は
平
聾
'
●
は
広
聾
'
◎
は
韻
字
､
最
後
の
数
字
は
'

『
敦
燈
襲
文
集
』
の
ペ
ー
ジ



敦爆撃文の文膿

数
で
あ
る
｡
ま
た
韻
部
は

『虞
韻
』
に
よ
る
｡)

●

○

●
◎

此
事
(是
)
高
皇
八
九
年

●

●

○

賓
創
利
扱
長
離
韓

●

○

●

陵
語
大
夫
今
夜
出

●

○

●

選
採
譜
臣
去
不
得

○

●

○
◎

自
徒
毎
毎
事
王
前

○

●

○
◎

彫
弓
毎
毎
換
三
弦

○

●

○
◎

楚
家
軍
貌
練
須
翻

○

●

○
◎

将
軍
損
甲
速
撃
鞍

(平
聾
先
元
寒
講

三
六
貢
)

右
の
七
言
詩
で
は
､
第
三
句
を
除
い
て
平
氏
は
工
峯
で
あ
り
'
ま
た
上
旬
は
灰
起
'
下
旬
は
平
起
で
､
い
わ
ゆ
る
失
粘
と
な
る
｡
こ
の
よ
う

な
特
徴
は
最
初
に
拳
げ
た
十
三
の
襲
文
作
品
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
o

三
い
わ
ゆ
る
散
文
部
分
の
文
麿

敦
塩
襲
文
の
散
文
部
分
に
は
'
茸
は
以
下
に
示
す
三
つ
の
異
な
る
文
題
が
用
い
ら
れ
て
い
る
｡

第

一
は
'
ふ
つ
う
の
散
文
も
し
-
は
古
文
鰻
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
｡

王
陵
奏
日
'

｢臣
緑
事
王
'
争
敢
如
然
｡
臣
見
陛
下
頻
戟
頻
輸
､
今
夜
二
賂
凝
往

〔楚
家
〕
所
管
'
擬
切
我
王
本
情
｡｣

皇
帝
聞
奏
'

龍
顔
大
悦
,
開
庫
賜
彫
弓
雨
張
､
賓
箭
二
百
隻
,
分
付
興
二
大
臣
O
｢
事
了
早
退
,
莫
令
朕
之
遠
憂
｡
｣

(｢漠
播
王
陵
襲
｣

三
六
乱
)<
)
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右
は
王
陵
と
港
嬰
が
楚
の
陣
営
に
夜
襲
に
出
か
け
る
個
所
'
お
お
む
ね
字
数
の
そ
ろ
わ
な
い
散
膿
で
'
平
灰

へ
の
配
慮
は
な
い
｡
こ
の
文
鮭

は
'
壬
に
事
賓
や
行
為
の
叙
述
'
ま
た
食
詰
に
多
用
さ
れ
る
.

｢
前
浜
劉
家
太
子
襲
｣
は
'
す
べ
て
こ
の
文
鮭
に
.よ
る
｡

第
二
は
断
絶
'
王
に
四
字
句
六
字
句
か
ら
な
り
'
封
句
を
多
用
L
t
平
氏
を
交
互
に
用
い
る
｡
ま
た
七
言
句
に
三

･
四
の
形
式
が
現
れ
る
｡

○

●

●

○

●

0

0

●

○

●

●○
●

○

●
●

0

0

●

蓋
聞
如
来
説
法
､
寓
寓
佐
抄
.
菩
薩
倦
経
､
千
千
世
界
O

愛初
鹿

苑
'
度
五倶輪
.賂
至
隻
林
'

降
十究
志

O

演
微
言

愛
河
息
浪
'
談

●

●

○

●

0

0

●

●

○

●

●

●

0

0
●

0

0

0

般
若
煩
悩
山
推
0
台
三
鮮
於
虞
原
'

静
六
塵
於
人
境
.

所

以舎衛
大
城

之
内'起
慈念
而
度
葛
生
｡

給孤
長

者
園
中
'

乗
智
燈
而
侍

法

か
｡

(
｢降
魔
襲
文
｣

三
六

一
書
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こ
の
文
鰻
は
'
事
物
の
措
寓
に
多
-
用
い
ら
れ
る
が
へ
轡
文
で
は
こ
の
文
箆
が
主
流
と
な
る
た
め
､
ま
た
行
動
の
叙
述
や
合
話
に
も
使
わ
れ

て
い
る
｡

●
●○
●

○
●
○

●
●
○
●

0

0

●
○

●
●
0
0

●

皆

目虞
分家
中

'

藩
侯

開

其庫
戒｡
取
黄
金

千

両､白
玉数
環｡
軟
錦

軽
羅

'

千
張

寓

疋｡冒頭
牡

象'普
日登
逸｡
｢
君
須
了
事
向

○

●

0

0

●

●

●

0

0

●

○

●

○

●

●

●
●

○
●

○

前

､

星

夜不
宜

遅

滞｡
以

得薦
限､実
情資財
｡

但
稀

吾

子之
心'廻
日垂加
賞

賜｡｣拝
別以
(
巳
)

了へ唯
諾即
行｡日
夜
奔
波
､

●●
郎

達前
所｡(
｢降
魔
襲
文
｣
三
六
二
頁
)

こ
の
場
合
､
封
句
で
な
い
旬
が
多
-
な
り
'
そ
れ
に
つ
れ
て
句
中
の
平
灰
に
乱
れ
が
生
じ
て
い
る
｡

第
三
は
有
頭
の
威
鮭
で
'
し
か
も
平
灰
を
整
え
た
い
わ
ゆ
る
律
厳
の
形
式
が
多
い
0
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○

●

●

◎

○

●

●

◎

○

●
●
◎
○

●
○

●

o

o

◎

○

●

分
兵
両
道
'
裏
合
四
連
｡
人
持
自
匁
'
突
騎

学
究

.
須
輿

陣

合､昏
霧鵡
天.漠
軍

勇

猛而
承勢
､
挽
戟

衝
山

直
進

前

.
蕃
戎

膿

怯奔

○

●

○

●
◎

南
北
'
漠
婿
雄
豪
富
常
千
虞
'
-
･･･｡

((
張
議
潮
襲
文
)

二

四
京

平
撃
先
韻
)

こ
の
形
式
は
言
う
ま
で
も
な
-
韻
文
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
散
文
か
ら
韻
文
の
詩
に
移
る
中
閲
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
'
お
そ
ら
く
は
朗

諭
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
た
だ
し
散
文
の
閲
の
禽
話
の
部
分
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
'
そ
の
場
合
に
は
も
は
や
律
鹿
で
は
な
く
な

る
｡

△

△

◎

宰
彼
日
､

｢
夢
見
殿
上
紳
光
者
富
緑
盛
､
城
頭
密
々
槍
々

者
露
如
霜

｡

◎

東
南
行
者
越
軍

亡｡
｣

典
王
即
遺
子
背
解
夢
｡
其
子
背
上
知
天
文
'
下
知
地
理
｡
車
知
人
情
｡

◎

◎

日
'

｢
臣
解
此
夢
'
是
大
不

祥
'王
君
用
宰
彼
此
言
'
典
国
定
知
陰

嚢｣

△

△

◎

△

南
壁
下
匝
北
壁
匡

王

寺
長

｡
城
門
交
兵
者
王
手
備
纏
綿
'
血
流

文
経
武
律
'

一
切
鬼
神
'
悉
皆
通
襲
｡
呉
王
即
達
解
夢
O
予
習

((
伍
子
膏
轡
文
)

二
六
京

平
琴
陽
暦
韻
)

こ
の
部
分
は
､
中
閲
の
散
文
に
よ
る
地
の
文
を
は
さ
ん
で
'
宰
彼
と
伍
子
膏
の
せ
り
ふ
が
韻
文
に
な

っ
て
い
る
｡
ま
た

一
句
の
字
数
が
ふ
ぞ

ろ
い
で
､

｢
光

･
槍

･
匡

･
王
｣
な
ど
句
中
に
韻
字
と
同
部
の
字
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
ろ
う
O

｢
舜
子
襲
｣
は
全
文
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
が
こ

の
形
式
に
よ

っ
て
い
る
｡
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四

各
作
品
の
文
麿
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韻
文
部
分
が
'
各
作
品
を
つ
う
じ
て
ほ
ぼ
共
通
し
た
性
格
を
も

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
'
い
わ
ゆ
る
散
文
部
分
に
つ
い
て
は
'
各
作
品
ご
と

に
右
の
三
つ
の
文
鮭
を
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
か
､
か
な
り
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
｡
以
下
'
最
初
に
掲
げ
た
十
五
の
作
品
の
う
ち
読
唱
鮭
で

な
い
'
7

｢舜
子
襲
L
t
8

｢
劉
家
太
子
襲
｣
を
除
-
十
三
の
作
品
に
つ
い
て
'
そ
れ
ぞ
れ
の
文
鮭
の
特
徴
を
述
べ
て
み
た
い
｡
特
に
三
つ
の
文

膿
の
う
ち
､
賦
鰻
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
'
わ
ず
か
に
黄
征

･
張
湧
泉

『
敦
塩
襲
文
校
注
』
(
中
華
書

局

一
九
九
七
)
に
お
い
て
部
分
的
な
指
摘
が
見
ら
れ
る
だ
け
な
の
で
'
こ
の
横
合
′に
気
が
つ
い
た
例
の
す
べ
て
を
列
拳
す
る
こ
と
に
す
る
｡

l

｢降
魔
襲
文
｣

こ
の
作
品
は
､
断
髄
を
基
調
と
し
､
閲
々
散
瞳
を
薙
え
て
い
る
｡
断
鮭
の
平
伏
が
合
わ
な
-
な
り
句
形
が
-
ず
れ
る
と
散
鮭
と
な
る
の
で
､

両
者
の
境
界
は
暖
昧
で
あ
る
｡

賦
鰻
は
後
半
部
に
六
個
所
見
え
る
｡

◎

◎

◎

◎

①

如
来
生
在
南
天
竺
図
㌧
長
在
迦
批
羅

城
｡従
生
至
死
'
徒
死
復

生｡
無
事
不
作
'

無
事
不
成
｡
無
所
不
暦

(
磨
)
､

無
所
不

経｡
長
在

◎

◎

◎

◎

揮
発

(飯
)
王
宮
'
親
日
悉
達
之

名.
年
遇
十
九
㌧
知
暁
死

生
｡二
十
未
満
､
勝
越
宮

城
.菩
提
樹
下
'
不
染
俗

情｡
教
苦
累
歳
'
痩
損

◎

◎

◎

◎

○

◎

其

形｡
日
食
廊
賓
､
引
日
倫

生
｡鳥
鴻
巣
頂
'
養
子
得

成
｡頭
如
蓬
莱
'
項
似
針

釘｡
肋
如
朽
畳
之

橡
､限
如
井
底
之

星｡
身
隆
義
劣
､

◎

◎

◎

◎

◎

状
餓
鬼

形
｡積
功
累
徳
'
菩
提
造

成
｡身
長
丈
六
'
項
背
嘩

盈
｡胸
題
寓
字
､
了
了
分

明
｡慶
長
吉
相
'
額
虞
能

平
｡師
子
王
臆
'
毛
螺



敦塩襲文の文鰻

◎

◎

◎

◎

◎

旋

生
.如
来
浬
而
不
死
､
巣
而
不

生
｡摸
之
不
濁
'

澄
之
印

清
｡幽
之
不
闇
'

闇
之
印

明
.現
之
不
親
其
鰹
､
聴
之
不
聞
其
聾
､
高
而

◎

◎

◎

不
危
'
下
而
不
頃

(傾)
.
轡
江
海
而
成
蘇
酪
'

北
大
地
番
瑠
璃
水
精
O

括
須
禰
山
郎
知
斤
両
､
研
四
海
変
成
乾

坑
O合
限
寓
里
､
開
限

◎

◎

郎

停
｡現
大
身
周
遍
世
界
､
或
現
小
身
微

(
敬
)
塵
之
内
蔵

形｡

(平
聾
庚
音
韻

三
七
七
頁
)

こ
の
部
分
は
相
昔
に
長
上

か
つ

｢生

･
成
｣
な
ど
同
じ
字
を
重
ね
て
押
設
し
て
い
る
｡

◎

◎

◎

①

如
来
措
刀
折
不
恨
恨
'
塗
薬
著
不
該

該O
拾
得
物
不
堅

昏
'
失
却
物
不
悲

噂
｡大
衆
裏
不
覚
閏
､
滞
日
坐
不
晒
々
.
二
心
供

一
種
､
平

◎

◎

◎

等
間
然

斉
｡分
身
百
億
､
虞
虞
過

密
.
1
名
悉
達
'
二
親
如
来
o

(卒
聾
時
弊
皆
韻

三
七
七
頁
)

こ
の
部
分
は
①
の
す
ぐ
あ
と
に
接
績
し
て
い
る
｡

㊥

㊥

●

㊥

㊥

③

千
時
風
師
使
風
'
雨
師
下
雨

､

擬

(
演
)
却
薯
塵
'
平
治
道
路

O
紳
王
把
棒

'

金
剛
執
杵

.

薗

(簡
)
揮
駿
雄
'
排
比
除
伍
.
然
後
吹

㊥

㊥

㊥

法
螺
'
撃
法
鼓

｡

弄
刀
槍
'
振
威
怒

'

動
似
雷
奔
'
行
如
雲
布

｡

(
上
聾
語
姥
磨

･
去
聾
暮
韻

三
八

一
貫
)

㊥

㊥

㊥

④

亦
有
雪
山
象
王
'
金
毛
師
子

｡

震
目
揚
眉
､
張
牙
切
歯

｡

奮
迅
毛
衣
へ
揺
頭
折
尾

｡

㊨

被
我
如
来
大
弟
子

o

若
馬
-
-

(
上
聾
止
尾

･
去
聾
至
韻

三
八

一
頁
)

こ
の
部
分
は
㊤
の
す
ぐ
あ
と
で
'
次
に

｢若
鳥
｣
を
と
も
な

っ
て
詩
に
接
績
し
て
い
る
｡

●

㊥

㊥

㊨

除
技
映
天
､
槍
曳
匝
地

.

静
能
各
擬
達
成
碑
､
加

⑤

六
師
頻
頻
輪
失

､

心
裏
韓
加
俸
悩

｡

今
朝
怪
不
如
他
､
昨
夜
夢
相
顛
倒

｡

面
色
粗
赤
粗
黄
'
唇
口
異
常
乾
燥

｡

腹
熱
状
似
湯
煎
､
腸
痛

㊥

㊥

㊥

@

猶
如
刀
携

｡

埋
曇
維
是
悪
狼
､
不
襟
看
狗
衆
唆

｡

舎
利
弗
小
智
拙
謀
'
魯
斑
前
頭
出
巧

｡

者
廻
忽
若
得
強
､
打
破
承
前
併
漕

(抄

)
0
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(
上
聾
晴
巧
韻

三
八
五
-
三
八
六
貢
)

こ
の
部
分
は
詩
の
す
ぐ
後
に
接
す
る
.

◎

◎

◎

◎

⑥

口
中
出
火
'
鼻
裳
生

煙､行
如
奔
電
､
騎
似
飛

旋
'揚
眉
瞬
目
'
恐
動
四

連｡見
者
寒
毛
卓
竪
'
舎
利
弗
滞
日
安
然
｡
舎
利
弗
蜘
薗
思

◎

◎

◎

◎

付
､
枇
沙
門
踊
現
王
前
.
威
紳
赫
奔
'
甲
挨
光

鮮'地
神
捧
足
'
質
創
腰

懸O二
鬼
見
､
乞
命
連
綿
虞
'
若
琴

･･-

(平
聾
先
仙
韻

三
八
七
京
)

｢若
鳥
｣
の
あ
と
す
ぐ
詩
に
按
す
る
｡
以
上
六
個
所
の
-
ち
'
①
①
は

『
敦
爆
撃
文
校
注
』
に
指
摘
が
あ
る
が
'
そ
の
他
は
こ
れ
ま
で
指
摘

さ
れ
て
い
な
い
｡

な
お
こ
の
他
､
押
韻
と
は
見
な
せ
な
い
が
､
あ
る
部
分
の
句
末
に
同
雷
の
字
が
頻
繁
に
現
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
｡
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
場

合
が
そ
う
で
あ
る
｡

0

0

0

須
達
底
時
順
命
'
更
無
低

昂
｡普
虞
野
面
平

章
｡立
地
便
書
文
契
'
多
著
保
護
'
重
置
悔
罰
'
恐
太
子
之
改

張､魁
先
心
而
不
遜
'
麿

○

時
便
開
庫

癖
｡
(
三
七

〇
京
)
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こ
の
よ
う
な
個
所
は
他
の
作
品
に
も
見
ら
れ
'
あ
る
い
は
単
な
る
偶
然
と
も
考
え
ら
れ
る
が
､
し
か
し
襲
文
で
は
'
散
鰻
'
駅
鮭
､
威
鮭
そ

れ
に
韻
文
の
詩
が
混
在
し
て
お
り
'
そ
れ
ら
の
中
閲
的
な
形
態
'
も
し
-
は
賦
鰹
を
作
ろ
う
と
し
て
果
せ
な
か
っ
た

一
種
の
出
来
そ
こ
な
い
と

も
見
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
｡
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2

｢破
魔
襲
｣

全
篇
ほ
ぼ
新
値
で
あ
る
｡
た
だ
し
平
灰
は
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
｡
賦
鰻
と
思
え
る
個
所
は
兄
い
出
せ
な
い
｡

3

｢頻
婆
沙
羅
王
后
宮
森
女
功
徳
意
供
養
塔
生
天
因
縁
奨
｣

こ
の
作
品
も
基
調
は
駅
腔
で
あ
る
｡
た
だ

一
個
所
次
の
よ
う
な
同
韻
の
字
を
句
末
に
多
用
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
｡

0

0

0

我
府
玉
大
保
千
秋
寓
歳
'
永
蔭
龍
抄
｡
夫
人
松
柏
同
貞

､

長
永

(蘇
)
貴
寵
｡
城
陸
泰
柴
'
五
稼
豊
登
｡
四
塞
澄
清
'
狼
煙
罷
驚
｡
法

O

o

輪
常
樽
'
傍
目
位

明
｡虞
宗
有
召
伐
之
興
､
俗
宜

(氏
)
有
責
年
之
栗
｡
時
衆
遅
志

誠
'心
大
稀
念
'
摩
阿

(
討
)
｡

(
七
六
五
頁
)

右
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
は
た
し
て
全
く
の
偶
然
な
の
か
'
そ
れ
と
も
作
者
の
何
ら
か
の
意
国
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
､
興
味
深
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
｡

4

｢
八
相
襲
｣

駅
膿
を
基
調
と
し
つ
つ
､
合
話
の
部
分
な
ど
に
散
鰻
を
薙
え
る
｡
戚
鮭
は
な
い
｡

5

｢大
目
乾
連
冥
閲
救
母
襲
文
｣

こ
の
作
品
は
散
鰹
が
基
調
で
'
そ
れ
に
閲
々
駅
鮭
を
耗
え
る
｡
次
に
散
鰻
か
ら
駅
膿

へ
と
移
行
す
る
個
所
を
挙
げ
て
み
る
｡

253



東 方 畢 報

日
蓮
婿
飯
井
鉢
奉
上
､
阿
譲
恐
被
侵
奪
'
拳
限
連
署
四
伴

(畔
)
'
左
手
彰

(障
)
鉢
'
右
手
圏
食
.
食
未
入
口
へ
奨
篤
猛
火
O

●

0

0

●

●

0

0

長
者
錐
然
厳

重'不
那
慢
部
大
深
｡
目
達
見
母
如
斯
､
肝
膿
猶
如
刀
割
｡

｢
我
今
聾
聞
力
劣
'
智
小
人
微
｡
唯
有
啓
問
世
尊
'
鷹
知
済

●

抜

〔之
〕

路
｡｣
(
七
四

一
貫
)
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日
蓮
が
地
獄
の
母
に
飯
を
供
養
す
る
が
'
母
親
の
怪
食
の
念
の
た
め
飯
が
猛
火
と
化
す
と
い
う
叙
述
は
散
鮭
､
そ
れ
を
受
け
て
日
蓮
が
悲
し

む
棟
の
描
寓
と
そ
の
せ
-
ふ
は
断
髄
に
な

っ
て
い
る
｡
そ
し
て
こ
の
あ
と
す
ぐ
に
詩
に
な
る
の
で
あ
る
｡

賦
鮭
は

一
個
所
に
見
え
る
｡
こ
の
部
分
は
散
鰻
か
ら
駒
鮭
'
戚
鰻
そ
し
て
詩

へ
と
順
次
移
行
し
て
ゆ
-
珍
し
い
ケ
ー
ス
な
の
で
'
そ
の
全
箆

を
引
用
す
る
｡

日
蓮
前
行
'
至

一
地
獄
｡
相
去

一
首
飴
歩
'
被
火
気
吸
着
'
而
欲
仰
倒
｡

●

●

o

o

●

●

0

0

其
阿
鼻
地
獄
'
且
織
城
高

峻｡葬
蕩
連
雲
､
剣
戟
森
林
.
刀
槍
重
畳
'
創
樹
千
尋
以
芳
摸
.
針
刺
相
稽
'
刀
山
高
傍
横
達
.
譲

(
喚
)

○

●

o

O

●

●

0

0

●

蔚
乳
倒
'
猛
火
撃
波
似
雲

(育
)

軌'眺
蹟
満
天
､
創
輪
漠
々
似
星
明
｡
灰
塵
撲
地
'
銑
蛇
吐
火
'
四
面
張
鱗
'
銅
狗
吸
煙
｡
三
速
振

吠｡

●

o

O

●

●

0

0

●

疾
帝
空
中
乱
下
､
穿
其
男
子
之
胸
.
錐
輩
天
上
労
飛
､
剰
刺
女
人
之
背
｡
鏡
杷
蹄
限
'
赤
血
西
流
｡
銅
叉
剰
腰
'
日
管
東

引｡

㊥

㊥

㊥

㊥

於
是

〔上
〕
刀
山
'
入
塩
炭

.

閣
僚
砕
､
骨
肉
欄

｡

筋
皮
折
'
手
膿
断

o
砕
肉
逆
潤
於
四
門
之
外
'
凝
血
済
滞
於
獄
勝
之
畔

.

聾
競
叫

㊥

@

㊥

㊥

㊥

天
'
笈
笈
汗
汗
.
宮
口
□
地
､
除
隊
岸
岸

.

向
上
雲
煙
'
散
散
漫
漫

.
向
下
鎖
鎌
'
捺
授
乳
乱

.

箭
毛
鬼
､
噴
噴
寛
窺

｡
銅
嘩
鳥
'
噂
曙

㊥

@

@

叫
叫
喚
｡
獄
卒
数
寓
飴
人
'
継
走
牛
頭
馬
面

.

鏡
君
鏡
石
為
心
､
亦
得
亡
魂
膿
戦

虞
'

日
蓮
執
錫
向
前
渡
O
爵
念
阿
鼻
意
韓
盈
｡

-
-

(下
略
)

(
七
三
一
貫
)
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こ
の
一
段
､
ま
ず
日
蓮
が
地
獄
に
着
い
て
'
火
気
の
た
め
に
倒
れ
そ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
散
鮭
で
戟
適
し
'
次
い
で

｢其
の
阿
鼻
地
獄
｣
以

下
は
､
折
渡
に
よ
っ
て
地
獄
の
あ
り
棟
を
措
為
し
'
さ
ら
に

｢於
是
｣
以
下
､
購
盟

(
上
聾
緩

･
去
聾
翰
換
線
韻
)
を
使

っ
て
地
獄
の
お
そ
ろ

し
さ
を
よ
り

1
暦
強
調
し
た
と
こ
ろ
で
'
詩
に
移
る
｡

こ
の
よ
う
に
文
鮭
を
そ
の
機
能
に
よ
っ
て
使
い
分
け
'
漸
層
的
に
高
潮
を
作
り
出
し
て
ゆ
-
手
法
は
き
わ
め
て
致
果
的
で
あ
り
'
作
者
が
そ

の
こ
と
に
自
覚
的
で
あ

っ
た
こ
と
は
聞
達
い
な
い
で
あ
ろ
う
｡

な
お
こ
の
部
分
'

『
敦
煙
襲
文
集
』
な
ど
は
文
鮭
的
特
徴
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
､
特
に
賦
鮭
の
部
分
に
句
講
の
誤
り
が
多
く
'

『
教
壇

襲
文
校
注
』
は
そ
れ
ら
を
お
お
む
ね
訂
正
し
て
い
る
も
の
の
'
韻
文
で
あ
る
こ
と
の
注
記
が
な
-
､
そ
の
た
竺

石

に
分
け
る
べ
き
と
こ
ろ
を

一
句
に
す
る
な
ど
の
不
備
が
目
立
つ
｡

6

｢漠
播
王
陵
襲
｣

こ
の
作
品
は
'
ほ
ぼ
全
篇
散
鰻
よ
り
な
る
｡
た
だ
し
次
の
よ
う
な

1
段
が
あ
る
O

◎

◎

◎

左
先
鋒
兵
馬
便
乗
御
史
大
夫
王

陵'
右
先
鋒
兵
馬
便
乗
御
史
大
夫
濯

嬰
'二
野
商
量
､
旋
往
楚
家
折
薯
.
張
良
謂
濯
嬰
日
､

｢凡
人
祈

◎

◎

督
､先
鮮
他
上
命
｡
若
不
鮮
他
上
命
､
何
名
馬
折

薯
｣
(平
聾
清
講

三
七
貢
)

こ
れ
は
押
苛
と
見
な
す
べ
き
か
'
そ
れ
と
も
た
だ
の
偶
然
か
'
判
断
に
迷
う
が
'
作
者
の
意
園
は
と
も
か
-
結
果
的
に
は
諜
文
に
な

っ
て
い

る
と
言
う
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
｡

7

｢舜
子
奨
｣
'

8

｢劉
家
太
子
襲
｣
が
読
唱
鮭
で
な
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
｡
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9

(
伍
子
雷
撃
文
)

駅
鰻
を
壬
と
し
て
散
鰹
を
薙
え
る
｡
戯
鰻
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
｡

256

◎

①

眉
如
壷
月
､
類
似
凝

光
'限
似
流
星
'

◎

出
勅
'
輿
太
子
平

茸｡

(平
聾
陽
暦
韻

右
は
貌
陵
の
せ
り
ふ
の
一
部
で
あ
る
｡

◎

①

風
塵
惨
面
'
蓬
塵
暁
天
｡
精
神
暴
乱
'

◎

狼
滞
道
'
途
即
張
弦
｡
餓
乃
産
中
餐
草
'

◎

◎

面
如
花
色
｡
蒙
長
七
尺
､
鼻
直
顔

(
質
)

方
'
耳
似
瑠
珠
'
手
垂
過
膝
'

拾
指
織

長
｡癖
三

二
貢
)

◎

◎

◎

◎

忽
至
深

川
｡水
泉
無
底
'
岸
潤
無

速
｡登
山
入
谷
'
透
澗
尋

源
'龍
地
塞
路
'
披
創
最

前
'虎

◎

◎

掲
飲
巌
下
流

泉
｡丈
夫
馬
讐
発
憤
'
婿
死
由
如
睡

眠
｡
(平
聾
先
仙
源
韻

七
頁
)

こ
の
部
分
は
､
詩
の
直
後
に
置
か
れ
'
さ
ら
に
駅
鰻
に
按
し
て
い
る
｡

◎

◎

⑨

行
可
十
里
､
達
郎
息
於
道

勇｡
子
永
少
解
陰

陽
'達
郎
墓
地
而
卜
へ
占
見
阿
男
頭
上
有
水
'

◎

◎

◎

◎

荒
｡
木
劇
到

(
倒
)
着
､
不
進
傍

径
｡若
着
此
卦
'
必
定
身

亡
｡不
復
尋
貸
'
麿
我
遠

郷
｡

◎

◎

④

悲
歌
己
了
'
更
復
同

前
､懐
憤
依

然
｡

◎

◎

㊨

◎

㊨

定
落
河

傍
｡腰
閲
有
竹
'
塚
墓
城

(成
)

(平
聾
陽
暦
韻

八
-

九
頁
)

◎

丈
夫
契
闘
､
何
大
連

遮
｡忠
心
轟
節
'
事
君
九

年
'夙
夜
匪
僻
'
展
省
無

偲
｡今
遭
落
薄
(塊
)
､

◎

◎

◎

知
復
何
言
｡
語
己
懐

〔恨
〕
'
東
上
衝

咽
'業
也
命
也
'
並
悉
開

天
｡登
山
薫
嶺
'
渡
水
尋

川｡
求
却
不
却
'
求
前
不

前｡
動
印
被
餓
'

◎

◎

◎

性
命
樽

然
｡平
玉
大
劇
'
唱
叫
構

寛
｡子
背
帯
剣
､
途

(徒
)
歩
而

前｡
(平
聾
先
仙
元
韻

十
五
1
十
六
頁
)



敦爆撃文の文鮭

こ
の
部
分
は
詩
の
直
後
に
置
か
れ
'
次
は
駅
鰹
に
按
す
る
｡

｢
懐
愉
依
然
｣
の
前
に
脱
文
が
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
｡

㊥

㊥

㊥

①

兵
馬
浩
浩
幹
軒
､
数
百
里
之
交
横
'
金
甲
胎
臆
'
銀
鞍
換
欄

｡

騰
踏
山
林
'
奔
波
間
乱

｡

商
売

(
狐
免
)

伯
而
寧
奔
'
驚
龍
地
而
競

㊨蟹

｡

㊨

渚
軍
馬
上
卓
紅
旗
'
兵
士
各
各
依
保
貫

.

(
去
璽
翰
換
韻

一
九
頁
)

こ
の
部
分
は
次
に
つ
づ
-
詩
と
同
課
で
あ
る
｡
第

l
､
二
旬
は
誤
倒
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
o

⑥

す
で
に
前
節
で
引
用
し
た
宰
役
と
伍
子
菅
の
せ
り
ふ
｡

(
二
六
頁
)

㊥

㊥

㊥

㊥

①

王
夢
見
殿
上
紳
光
者
有
大
人
至

｡

城
頭
馨
馨
蒼
蒼
者
刑
妹
備

｡
南
壁
下
有
匝
北
壁
下
有
匡

〔者
〕
王
失
位

｡

城
門
交
兵
戦
者
越
軍
至

｡

㊨

血
流
東
南
者
屍
遠
地

｡

(去
聾
至
課

二
六
頁
)

⑥
の
部
分
に
つ
づ
-
伍
子
膏
の
せ
り
ふ
で
あ
る
｡

10

(
孟
妻
女
襲
文
)

こ
の
作
品
は
'
最
後
の
祭
文
が
駅
鰻
な
の
を
除
き
'
す
べ
て
賦
鮭
で
あ
る
｡

⑥

㊥

㊥

㊥

●

㊥

①

突
之
以

(
己
)
華

,
心
壁
見
失

｡

襖
悩
英
夫
､
掩
徒
亡
没

｡

欺
此
負
心
'
更
加
憤
轡

o

閣
僚
無
数

'

死
人
非
1

.

骸
骨
縦
横
'
鳩
何
取

#@q
.
唆
指
取
や

濯
長
城
己

(
以
)
表
革

(丹
)
心
,
讐

ハ夫
離

.

(
入
聾
質
没
唐
物
韻

三
三
頁
)
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こ
の
部
分
は
二
つ
の
詩
の
閲
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
｡

｢唆
指
取
血
｣
の
前
に

一
句
脱
落
が
あ
る
で
あ
ろ
う
｡

●

㊥

㊥

@

●

③

三
進
三
退

'

或
悲
或
恨

｡

鳥
獣
斉
鳴
'
山
林
供
振

｡

菟
魂
ロ
ロ
'
□
□
□
口
｡
鮎
血
郎
背

(
滑
)
､
登
時
鯵
轟
｡

□脈
骨
節
'

三
百
飴

㊥

㊥

㊥

㊥

分

｡

不
少

1
支
'
□
□
□
口
｡
更
有
数
箇
髄
*
'
無
人
搬
遅

.

妻
女
悲
嘩
'
向
前
供
問
'
｢
如
許
濁
*
'

佳
供

(家居)
何
郡
｡
困
取
夫

㊥

㊥

過
'
薦
君
俸
信
｡
君
若
有
紳
'
兄
普
接
引
｣

(去
聾
震
問
恨

･
上
聾
珍
韻

三
三
1
三
四
頁
)

こ
の
部
分
も
や
は
り
二
つ
の
詩
の
閲
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
｡

こ
の
作
品
は
前
後
共
に
鉄
落
し
て
い
る
た
9
'
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
'
少
な
-
と
も
及
存
部
分
の
い
わ
ゆ
る
散
文
は
右
の
二
個
所

の
み
で
あ
り
'
も
し
全
篇
す
べ
て
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
'
駅
鰹
の
条
文
を
除
い
て
'
戚
鰻
と
詩
を
交
互
に
く
り
返
す
珍
し
い
形
式
と
い
う
こ
と

に
な
る
｡

11

人
李
陵
襲
文
)

こ
の
作
品
は
断
髄
と
散
鮭
を
混
用
す
る
｡
戚
鰻
は
次
の
個
所
で
あ
る
｡

◎

◎

◎

◎

①

奈
何

〔漠
〕
易
胡

強
｡旗
敦
零
洛

(落
)
'
節
度
惰

性｡
人
雄
命
在
､
軍
見
無

頼
｡限
薯

(看
)
食
壷
'
道
理
須

降
｡
(平
聾
陽
唐

江
讃

八
九
-
九
十
頁
)

諸
校
本
と
も
第

1
句

｢
弱
｣
の
前
に

｢
漠
｣
を
補
う
が
'
あ
る
い
は
さ
ら
に

1
句
脱
落
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
.
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㊥

㊥

●

◎

君
須
去
､
努
力
同
好
､
莫
相
鍵
櫛
｡
可
不
聞
道
'

｢
千
世
時
君
'
寓
世
郷
里

｡

好
印
同
条
､
悪
印
同
恥

.
｣
夜
果

(慕
)
勉
臥

'

平
旦

㊥

@

●

㊥

㊥

●

㊥

早
起

｡

岩
室
漠
朝
､
好
防
胡
蟻

｡
吾
今
薄
命

､
天
道
若
此

｡

傑
若
至
朝
庭
､
明
申
道
理

｡
起
居
我
北
堂
慈
母

'

再
拝
吾
南
面
天
子

｡
道
陵

㊥

●

㊥

㊥

生
作
異
域
之
人
'
死
作
失
郷
之
鬼

o
永
別
親
政

､

長
鮮
知
己

｣
更
欲
云
云
'
不
能
己
己

.

且
看
李
陵
共
兵
士
別
虞
'
若
鳥
陳
説
-
-
0

(
上
聾
止
紙
尾
諜

九
十
頁
)

①
に
す
ぐ
按
す
る
部
分
で
'
あ
と
は
詩
に
な
る
｡
こ
の
よ
う
に
せ
り
ふ
と
地
の
文
に
ま
た
が
り
止
希
の
謀
を
ふ
む
の
は

｢
舜
子
襲
｣
の
押
韻

法
と
同
じ
で
あ
り
'

｢
舜
子
襲
｣
の
約
三
分
の
二
は
､
こ
れ
に
よ
る

1
韻
到
底
と
な

っ
て
い
る
｡

12

(
王
昭
君
襲
文
)

(5
)

ほ
ぼ
全
篇
に
わ
た
り
折
渡
を
用
い
る
｡
た
だ
し
最
後
の
祭
詞
は
賦
鮭
で
あ
る
｡

◎

維
年
月
日
'

謹
以
清
酌
之
莫
'
祭
漠
公
王
重
昭
軍

(君
)
之

盛｡
惟
塞
天
降
之
精
'

◎

◎

(約
)
傾
国
和
捗

碑
｡丹
青
寓
刑

(

形)
｡

速
稼

(嫁
)
兇

(旬
)
奴
揮
首
'

方

(寓
)

◎

◎

徳
逼
黄
河
既

(令
)

1

清
｡
〔漢
?
〕
稚
永
長
俸
寓
古
'
国
書
且

(具
)
載
著
往

聾
.
㊨

鳴

(鴨
)
秤

(乎
)
噂
噴
､
在
漠
室
者
昭
軍

(君
)
'
亡
集
村

〔者
〕
姫
妃

(坦
己

)
｡

◎

地
降
之

要
｡
〔研
?
〕
妹
越
世
之
無
比
､
婦
的

◎

代
信
義
貌

(令
)
帝

征O
賢
感
五
百
里
年
聞
出
'

(平
璽
庚
清
育
韻
)

娼

(麗
)
姿
爾
不
国

(専
?
)
衿
､
誇
興

(普

@

㊥

?
)
皆
言
為
美
｡
捧
荷
和
国
之
殊
功
'
金
骨
埋
於
寓
里

(
上
聾
止
旨
讃
)

◎

◎

症
呼

(乎
)

〔永
?
〕
別
翠

〔華
?
〕
之
賓
帳
'
長
居
突
厭
之
考

慮
｡特
(時
)

也
黒
山
杜

(壮
)

気
'
擾
壊
兇

(
旬
)

奴
｡

猛

◎

◎

(猛
)
笹

喪
'
計
喝
窮

謀
.蛋

(琵

)
有
償
於
琵

(震

)
､
衛
零

〔猶
〕
怯
於
強

胡
o不
稼

(嫁
)
昭
軍

(君
)
〔向
〕
紫
塞
'
淵

◎

◎

◎

難
盛
運
策
定
草
子
.
欲
別
撃
懸
'
拝
路
脆

〔衝〕
｡
嵯
呼

(乎
)
'
身

〔錐
?
〕
授
於
蕃
裏
､
魂
骨
董
忘
京

都
｡空
留

1
家
斉
天
地
､
岸
冗
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◎

青
山
寓
載

孤｡
(平
聾
模
魚
虞
尤
韻

1〇
七
京
)

13

(
張
義
潮
襲
文
)

ほ
ぼ
全
篇
'
散
鰻
を
用
い
'
戯
鮭
が

1
個
所
だ
け
あ
り

(前
甑
に
既
出
)
'
詩
に
つ
づ
い
て
い
る
｡
こ
の
個
所
は
'
『
敦
塩
襲
文
校
注
』
に
指

摘
が
あ
る
｡

1

(
張
惟
深
襲
文
)

新
盤
と
散
鰹
を
混
用
す
る
｡
賦
鰹
の
個
所
は
以
下
の
通
り
｡

①

是
時
也
,
日
蕨
之
首
,
境
裾
育

&
O紅
桃
初
熟
,
九
醸
如
.a
.

(平
蟹
江
唐
韻

一
二
四
頁
)

こ
の
部
分
は
､
ま
ず
天
使
が
尚
書
に
導
か
れ
開
元
寺
に
入

っ
て
玄
宗
の
聖
容
を
挿
す
る
部
分
が
散
鰻
で
述
べ
ら
れ
'
つ
い
で
天
使
の
心
中
の

措
寓
が
駅
鮭
に
よ
っ
て
語
ら
れ
'

し
か
る
後
に

｢走
時
也
｣

と
い
う
改
ま
っ
た
口
調
に
導
か
れ
て
賦
鰻
が
登
場
す
る
の
で
あ
り
'
行
動

(敬

瞳
)
-
措
寓

(駅
鰻
)
-
高
潮

(戚
鮭
)
と
い
う
'
先
に

｢大
目
乾
連
冥
閲
救
母
轡
文
｣
で
指
摘
し
た
の
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
｡
た

だ
し

｢大
目
乾
連
冥
閲
救
母
襲
文
｣
で
は
賦
鰻
の
あ
と
す
ぐ
に
詩
と
な

っ
た
が
'
こ
こ
で
は
も
う

一
度
へ
新
盤
に
も
ど
り
'
つ
い
で
ま
た
④
に

挙
げ
る
賦
鰻
と
な

っ
て
か
ら
'
よ
う
や
く
詩
に
な
る
｡

●

0

0

●

●

◎

◎

①

天
使
以
王
程
有

限'
不
可
稽

留.
修
表
謝

恩'
普
即
進

襲.
蘭
書
速
迭
郊

外､
辞
表
離

延､
碧
空
秋
思
'
去
任
憤

然.
腐
謄
塞
草
'
信

◎

○

●

宿
留

達
｡握
手
途
中

'
如
何
分

妖魔
､
若
鳥
陳
訣
'
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◎

◎

徒
収
復
己
多

年
寓
里
西
門
紹
戎

燈
(卒
登
仙
韻

一
二
四
頁
)

①
に
つ
づ
-
部
分
'
ま
ず
天
使
出
費
の
部
分
を
新
値
で
述
べ
'

つ
い
で
そ
れ
を
逸
る
備
蓄
の
状
況
が
戚
鮭
で
措
寓
さ
れ
'
詩

へ
と
移
行
す
る
｡

な
お
詩
も
先
仙
韻
で
'
瓶
と
同
課
'
す
な
わ
ち
展
と
詩
は
連
績
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

◎

◎

◎

◎

③

尚
書
乃
虞
分
諸
婿
､
壷
令
臥
鼓
倒
曳
'
人
馬
衝

枚
o東
風
猟
猟
'
微
動
塵

填
｡六
龍
綾
過
'
誓
不
空

廻
｡先
鋒
速
探
'
後
騎
相
催
'
織

◎

△

◎

△

◎

□
千
除
'
戦
局
雲
飛

｡

分
兵
十
道
'
奔
突
考
慮

｡

稗
鼓
大
振
'
自
匁

交
魔

｡

旬
奴
喪
謄
'
壁
寛
周
諸

o

頭
随
創
落
'
浦
路
償
屍
.
過
髄
大

◎

敗
'
天
候
雄

威虞
'
若
薦
陳
琴

-
-
｡

(平
聾
支
脂
微

･
次
聴
講

一
二
五
頁
)

(6
)

｢磨
｣
と

｢譜
｣
も
韻
を
ふ
ん
で
い
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う

(平
聾
魚
韻
)
o
こ
の
あ
と
す
ぐ
に
詩
と
な
る
0

15

(
日
蓮
襲
文
)

駅
鰻
と
散
瞳
を
混
用
す
る
｡
戚
鰻
は
な
い
｡

さ
て
以
上
､
各
作
品
の
大
陸
の
傾
向
を
通
観
し
た
が
'
次
に
そ
れ
を
簡
単
な
表
に
ま
と
め
て
み
よ
う
｡

作

品

名

l

｢降
魔
襲
文
｣

2

｢破
魔
襲
文
｣

○ ○ 詩

作

品

名

3

｢生
天
田
緑
轡
｣

4

｢
八
相
轡
｣

○ ○ 監

△

･ × 豊

○ ○ 詩
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5

｢大
目
乾
連
奨
文
｣

6

｢漠
渚
王
陵
襲
｣

7

｢舜
子
襲
｣

8

｢前
漠
劉
家
太
子
轡
｣

9

(
伍
子
背
襲
文
)

10

(
孟
妻
女
襲
文
)

△ ○ × × △

× △ ○ △ 0 0

2 7 × 0 1 1
IiiZl
?
＼_/

○ ○ △ × ○ ○

11

(
李
陵
襲
文
)

12

(
王
昭
君
轡
文
)

13

(
張
義
朝
奨
文
)

14

(
張
惟
深
襲
文
)

15

(
日
蓮
襲
文
)

〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

× 3 1 1 2

0 0 0 0 0
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新
値
と
散
鰻
は
裁
然
と
笹
別
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
'
あ
-
ま
で
も

一
つ
の
目
安
を
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
｡
△
は
少
数
存
在
す
る

こ
と

'

×
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
'
ま
た
戚
鰻
の
数
字
は
何
個
所
あ
る
か
を
意
味
す
る
｡
こ
れ
に
よ

っ
て
'
ほ
と
ん
ど
の
作
品
が
程
度
の
差
こ

そ
あ
れ
'
新
値
と
散
鰻
を
用
い
て
い
る
こ
と
'
ま
た
購
膿
を
用
い
る
作
品
が
全
鰻
の
三
分
の
二
に
達
す
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
｡

次
に
戯
鰻
の
各
例
に
つ
い
て
'
そ
の
前
後
に
ど
う
い
う
文
鮭
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
表
示
し
て
み
る
｡

1
①
駅

-
賦

-
賦

(換
韻
)
I

㊤
厳
I
戯

(換
韻
)
I
駅
-

◎
駅
-
賦
-
凪

(換
韻
)
-

④
購
-
戯

(換
讃

)
-
詩
-

⑤
詩
I
賦
-
駅

⑥
駅
-
戚
-
請

5
①
散
-
節
-
賦
-
請

6
①
散
-
賦
-
敬

9
①
散

-
賦
-
敬

③
詩
-
賦
-
駅

⑨
駅

-
武
-
駅

④
詩

-
凪

-
駅
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①
駅
-
賦
-
請

(厳
と
同
韻
)

⑥
散
I
賦
-
敬

-
戚
-
敬

(前
後
の
厳
は
同
讃
)

①
散
-
賦
-
敬

10
①
詩

-
戚
-
請

⑦
詩
-
賦

-
請

11
①
散

-
賦

-
散
-

④
散
-
戚
-
請
-

12
①
駅
-
賦

(文
末
)

13
①
散
-
賦
-
請

14
①
散
-
駅
-
戚
-
節

①
駅
-
戚
-
駅
-
請

(凪
と
同
課
)
-

⑧
散
-
凪
-
請

1
の
①
⑦
'
⑧
④
'
9
の
①
⑥
'
11
の
①
②
'
14
の
①
④
は
､
各
々
連
祷
し
て
い
る
｡
戚
鰻
は
詩
の
前
後
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
比
牧
的
多

い
こ
と
'
そ
し
て
各
文
鮭
が
き
わ
め
て
多
様
な
組
合
せ
を
形
づ
く

っ
て
い
る
こ
と
が
'
こ
れ
に
よ
っ
て
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
.

五

轡
文
の
文
麿
的
特
徴

従
来
'
轡
文
の
形
式
に
つ
い
て
は
'
韻
文
と
散
文
を
-
り
返
し
用
い
る
読
唱
鮭
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
'
箕
は
そ
の
い
わ
ゆ
る
散
文
の

中
に
､
断
髄
'
散
鰻
､
戚
鰻
の
三
つ
の
異
な
る
文
鮭
が
自
在
な
組
合
せ
を
作
り
な
が
ら
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
'
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な

っ
た
と
思
う
｡
し
た
が

っ
て
'
韻
文

(請
)
と
散
文
の
-
り
返
し
と
い
う
言
い
方
は
正
鵠
を
得
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
｡
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な

文
鰻
が
複
雑
に
入
り
く
ん
だ
襲
文
の
文
題
的
特
徴
を
理
解
す
る
こ
と
な
し
に
'
襲
文
の
形
式
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
襲
文
の
文

畢
性
を
正
し
-
と
ら
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
｡
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襲
文
に
用
い
ら
れ
た
断
膿

(駅
麟
文
)
､
散
鰻

(古
文
)
'
賦
鰹

(律
賦
)
お
よ
び
詩

(律
詩
)
と
い
う
四
つ
の
形
式
は
'
少
な
く
と
も
中
庸

以
降
の
文
人
に
と
っ
て
は
'
も

っ
と
も
馴
染
み
の
深
い
文
鰻
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
｡
た
と
え
ば
料
率
の
進
士
科
の
試
験
に
は
'
よ
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
経
義
の
ほ
か
'
律
鰹
に
よ
る
試
帖
詩
､
律
賦
お
よ
び
古
文
に
よ
る
策
が
､
ま
た
そ
の
次
の
吏
部
試
に
お
い
て
は
新
値
に
よ
る
列
が
用

い
ら
れ
て
い
た
｡
し
た
が

っ
て
い
や
し
-
も
科
拳
の
試
験
を
目
指
す
ほ
ど
の
者
で
あ
れ
ば
'
こ
れ
ら
四
つ
の
形
式
を
熟
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
聞
達
い
な
い
O
た
だ
し
試
帖
詩
が
五
言
で
あ

っ
た
の
に
封
し
'
轡
文
で
用
い
ら
れ
る
の
は
常
時
歌
わ
れ
た
七
言
が
優
勢
で
あ
り
t
か

つ

完
全
な
律
鮭
に
な

っ
て
い
な
い
鮎
､
ま
た
厳
も
必
ず
し
も
律
厳
に
限
ら
な
い
鮎
な
ど
か
ら
考
え
て
'
弊
文
の
作
者
は
'
民
閲
に
身
を
置
く
下
暦

の
知
識
人
で
あ

っ
た
ろ
-
0

そ
も
そ
も
古
典
文
革
に
お
け
る
右
の
四
つ
の
形
式
は
､
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
よ
っ
て
別
々
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
て
'
舌
底
に
お

(7
)

い
て
押
韻
部
分
と
非
押
韻
部
分
が
混
在
し
､
ま
た
新
風
に
お
い
て
も
詩
と
蔵
の
句
形
を
混
用
す
る
な
ど
の
例
は
あ
る
が
'
そ
れ
ら
と
て
も
先
に

示
し
た
よ
う
な
変
文
の
多
様
で
複
薙
な
構
成
に
は
遠
く
及
ば
な
い
｡
襲
文
は
古
典
文
革
の
文
鮭
を
背
景
に
も
ち
つ
つ
も
､
そ
の
枠
を
越
え
て
t

よ
り
多
様
な
文
鰻
を
目
指
し
た
劃
期
的
で
創
造
的
な
試
み
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
｡
な
お

『
遊
仙
窟
』
の
文
鰹
は
以
上
に
述
べ
た
襲
文
の
特
徴

に
き
わ
め
て
近
い
も
の
で
あ
り
､
両
者
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
｡

襲
文
の
こ
の
よ
う
な
文
鰹
的
特
徴
は
'
後
世
の
説
唱
文
学
に
受
け
鰹
が
れ
'
た
と
え
ば
金
代
の

『
蓋
解
元
西
麻
記
』
に
は
'
散
文
部
分
に
や

(8
)

は
り
駅
鮭
､
散
鰹
'
断
髄
が
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
明
以
降
の
白
話
小
説
に
お
い
て
も
､
駅
隆
や
賦
鰹
に
よ
る
措
寓
と
詩
が
随
時
挿
入
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
'
周
知
の
事
賓
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
こ
れ
ら
後
世
の
通
俗
文
学
の
文
鰹
も
'
そ
の
自
在
さ
と
多
様
さ
に
お
い
て
は
､
襲
文
に
と

-
て
い
及
ば
な
い
｡
そ
-
い
う
意
味
で
は
轡
文
の
文
鮭
は
､
中
国
文
学
史
上
'
も

っ
と
も
轡
幻
自
在
で
纏
合
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
か
も
知
れ
な
い
｡
従
来
こ
の
こ
と
が
看
過
さ
れ
て
き
た
の
は
'
襲
文
は
通
俗
文
学
で
あ
る
と
い
う
固
定
観
念
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡

今
後
は
'
襲
文
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
通
俗
文
革
と
古
典
文
革
と
の
有
機
的
な
関
係
に
つ
い
て
､
よ
り
庶
範
国
に
わ
た
る
考
察
が
な
さ
れ
る
べ
き
で

264



敦塩襲文の文鎧

265

あ
る
｡

な
お
講
経
文
､
俗
威
､
詞
文
な
ど
敦
塩
登
兄
の
他
の
通
俗
文
学
作
品
と
襲
文
と
の
文
鮭
上
の
関
連
に
つ
い
て
は
､
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と

に
し
た
い
｡

注(1)
金
岡
照
光
編

『敦
塩
の
文
畢
文
献
』

I
l
二
1
日
襲
文
類

(｢講
座
敦
煙
｣
9

大
東
出
版
社

1
九
九
〇
)
､
V
ic
to
r
H
.M
air
.
T
a
n
g

T
ra
n
sf
o
rm
a
ti
on

T
ex
is
.
H
ar
v
a
rd

U
niv.
P
ress
19
89.
張
鴻勃

『敦燥

文
革
』
｢
襲
文
｣

(甘
粛
人
民
出
版
社
一
九
八

九
)
等
参
照
｡

(
2

)

こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
す
で
に

｢敦
塩
襲
文
辞
睦
｣

(『中
国
語
文
畢
』
第
三
十

輯

韓
国
嶺
南
中
国
語
文
畢
合

一
九
九
七
)
お
よ
び

｢中
国
の
語
り
物
文
畢
｣

(『中
国
通
俗
文
垂
へ
の
親
座
』
東
方
書
店

1
九
九
八
)
に
お
い
て
簡
単
な
要

旨
を
述
べ
て
い
る
O
木
論
は
そ
れ
を
大
幅
に
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
Q

(
3

)

金
文
京

｢詩
讃
系
文
畢
試
論
｣

(『中
図
-
赦
合
と
文
化
』
七
戟

一
九
九
二
).

(
4

)

以
下
､
襲
文
の
引
用
は

『敦
煙
襲
文
集
』
に
よ
る
も
の
の
'
校
訂
に
つ
い
て
は
､

そ
の
後
の
研
究
成
果
を
も
と
に
適
宜
改
め
て
あ
る
｡

(
5
)

こ
の
部
分
の
引
用
は
､
金
文
京

｢敦
燈
本
王
昭
君
襲
文
校
注
｣

(『言
語
文
化
研

究
所
紀
要
』
二
十
四
競

慶
庵
義
塾
大
学

1
九
九
二
)
に
よ
る
｡

(

6

)

こ
の
よ
う
な
押
韻
法
は
､
古
賦
で
首
尾
押
と
よ
ば
れ
る
も
の
に
近
い
｡
鈴
木
虎
樵

『賦
史
大
要
』
(富
山
房

昭
和
十

1
年
)
第
三
篇
第
五
章
の

｢賦
中
の
押
韻
法
｣

参
照
｡

(
7
)

鈴
木
虎
雄

『
拭
史
大
要
』
第
三
篇
第
五
章
の

｢随
時
押
韻
の
諸
例
｣
お
よ
び
第
四

篇
三
幸
の

｢詩
賦
句
形
混
用
の
先
例
｣
参
照
｡

(

8
)

赤
松
紀
彦
他

『董
解
元
西
府
記
諸
官
調
研
究
』

(汲
古
書
院

卒
成
十
年
)
お
よ

び
注
(
2
)所
掲

｢中
国
の
語
り
物
文
蛮
｣
参
照
｡




